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　 はじ めに4

王子駅周辺は、江戸時代から 、飛鳥山を 中心と し たにぎわい・ 交流の場と し て広く 知ら れており 、

明治期以降も 、 日本の近代化を 支える 工場等の産業・ 商業の集積と と も に、 鉄道や路線バス等の

多様な公共交通モード が接続する 交通の要衝と し て、 発展を 続けてき まし た。

一方、 JR や幹線道路、 石神井川などが、 駅周辺の歩行者の回遊性を阻害する要因と なっ ている

こ と や、 木造住宅密集地域における 防災上の課題などが指摘さ れており 、 地域の課題を 解決する

ためには、 まち づく り に関わる 多様な主体が、 共通の目標・ 認識を 持っ てまち づく り に取組んで

いく こ と が必要であるこ と から 、平成 2 9 年 7 月に「 王子駅周辺まちづく り グラ ンド デザイ ン（ 以下、

「 グラ ンド デザイ ン」 と いう 。）」 を策定し 、 総合的なまちづく り の指針を示し まし た。

「 王子駅周辺まちづく り ガイ ド ラ イ ン（ 以下、「 ガイ ド ラ イ ン」 と いう 。）」 は、 グラ ンド デザイ ン

で掲げるまちの将来像「 東京の北の交流拠点　 水と 緑豊かな王子」 の実現に向けて、 新庁舎建設を

契機と し たまちづく り の動向を的確に把握し ながら 、 今後の王子駅周辺で活かすべき まちの特性や

解決すべき 地域の課題に、適切に対応し た計画的なまち づく り を 誘導し ていく ために策定し ます。

併せて、 本ガイ ド ラ イ ン に内包する 形で、 優先的に整備すべき 先行実施地区の範囲を 特定し 、

具体的な事業内容等を 定めた「 王子駅前まちづく り 整備計画」 を 策定し ます。

1 . 1 ガイ ド ラ イ ンの背景と 目的

0 1 はじ めに
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北区基本構想

北区都市計画マスタ ープラ ン

王子駅周辺まちづく り グラ ンド デザイ ン （ H 2 9 年度）

個別の都市計画や事業

王子駅周辺まちづく り ガイ ド ラ イ ン

王子駅前まちづく り 整備計画【 先行実施地区】

今後 1 5 年間で先行的にまちづく り を進める地区の整備計画

約 3 0 年後を見据えたまちづく り の方針

○北区基本計画

関連計画

○北区産業活性化ビジョ ン

○北区地域防災計画

○北区環境基本計画　 等

都市計画区域の整備、 開発及び保全の方針

都市再開発の方針

住宅市街地の開発整備の方針

防災街区整備方針

まちづく り 関連個別マスタ ープラ ン等

○北区住宅マスタ ープラ ン

○北区緑の基本計画

○北区景観づく り 計画

○北区バリ アフ リ ー基本構想　 等

ガイ ド ラ イ ンは、 北区基本構想・ 都市計画マスタ ープラ ン等を上位計画と するグラ ンド デザイ ン

を よ り 具体化し 、 個別の都市計画や事業へと つなげていく ために必要な事項を 定める も のです。

区民・ 地権者・ 民間事業者・ 行政など多様な主体が連携し てまちづく り に取組む際の指針と なり ます。

さ ら に、 王子駅周辺エリ ア全体のまちづく り 施策と し て、 約 3 0 年後を 見据えたまちづく り の

方針を示すも のです。

また、 優先的に整備すべき 「 先行実施地区」 については、 他の地区より も 先行し てまちづく り を

進めるために、 今後 1 5 年間で実現を目指す具体の整備内容や重点的な取組み等を示す「 王子駅前

まちづく り 整備計画」 を定めます。

▼ガイ ド ラ イ ンの位置づけ

1 . 2 ガイ ド ラ イ ンの位置づけ

王子駅周辺まちづく り

ガイ ド ラ イ ン
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5 .　 将来都市構造

まちににぎわい
を波及

まちの資源
を活用

安全安心
を確保

1 . 1 .　 背景と 目的 1 . 2 .　 位置づけ 1 .3 .　 構成と 対象エリ ア

王子駅周辺エ リ ア 全体のま ち づく り を 進める 上で 前提と な る 考え 方を 「 ま ち づく り の背景」

「 まちの将来像」「 まちづく り の戦略」「 将来都市構造」、 今後のまちづく り の進め方を「 まちづく り

の実現に向けて」、 王子駅前の先行実施地区における具体の取組みを「 王子駅前まちづく り 整備計画」

で示し ます。

ガイ ド ラ イ ンは検討の深度化や社会情勢の変化に応じ て柔軟に改定を 図ると と も に、 まちづく り

の機運の高まり や合意形成の進展に応じ て、 適宜追加の整備計画を策定し ます。

▼ガイ ド ラ イ ン の構成

1 . 3 ガイ ド ラ イ ンの構成と 対象エリ ア
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N

ガイ ド ラ イ ンの対象範囲および、「 先行実施地区」 の範囲は下図の通り です。

ガイ ド ラ イ ン区域は、 王子駅を中心と し 、 飛鳥山公園や王子神社、 北本通り 、 堀船・ 栄町を含む

約 7 0 h a の範囲です。

先行実施地区は、 ガイ ド ラ イ ン区域のう ち、 新庁舎建設予定地、 JR 王子駅中央口、 国立印刷局

王子工場、 王子駅前公園などを含む約 1 2 h a の範囲です。

▼対象範囲
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　 王子駅周辺まちづく り の背景1 0

＜主要な出来事＞

1 8 6 9 　 明治維新

1 8 7 2 　 新橋～横浜間で日本最初の鉄道開通

1 8 9 4 　 日清戦争

＜鉄道・ 駅＞

1 8 8 3 　 日本鉄道　 上野駅－熊谷駅の開業と 同時に開設

1 9 1 1 　 王子電気軌道　 飛鳥山上（ 現飛鳥山）－大塚で

             軌道事業開業

＜まちの様子＞

・ 幹線道路の整備はなく 、 現在の中央～南口にかけて

  王子駅の駅舎が整備さ れている

＜主要な出来事＞

1 9 2 7 　 上野～浅草間で日本最初の地下鉄開通

1 9 3 1 　 満州事変

1 9 3 9 　 第二次世界大戦

＜鉄道・ 駅＞

1 9 2 7 　 王子電気軌道　 神谷橋－赤羽開業

1 9 2 7 　 東北貨物線（ 田端駅 - 王子駅） 開業

1 9 2 9 　 東北貨物線（ 王子駅 ‒ 赤羽駅） 開業

1 9 3 0 　 北王子線（ 貨物線）、 開業

＜まち の様子＞

・ 明治通り が溝田橋を 経由し て王子駅前まで整備

・ 王子電気軌道は王子駅で接着

＜主要な出来事＞

1 9 2 3 　 関東大震災

＜鉄道・ 駅＞

1 9 1 3 　 王子電気軌道　 三ノ 輪（ 現三ノ 輪橋）－飛鳥山下

　 　 　 　（ 現梶原） 開業

1 9 1 5 　 王子電気軌道　 王子－飛鳥山開業

1 9 2 5 　 王子電気軌道　 栄町－王子開業（ 三ノ 輪－王子 

　 　 　    と 王子－大塚駅前が直通開始）

1 9 2 6 　 王子電気軌道　 王子柳田－神谷橋開業

＜まちの様子＞

・ 現在の国道 1 2 2 号（ 北本通り ～明治通り ） が整備

・ 荒川車庫から 赤羽方面に伸びる 軌道および王子を 始発

  と する 軌道（ 王子電気軌道） が建設

明治時代から 現在に至るまでの王子駅周辺の都市基盤形成の経緯を 整理し ます。

明治

昭和（ 戦前）

大正

2 . 1 王子駅周辺のまちづく り の経緯

（ 1 ） 都市基盤形成の経緯

0 2 王子駅周辺まちづく り の背景
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＜主要な出来事＞

1 9 4 5 　 第二次世界大戦終戦

1 9 6 4 　 東京オリ ン ピッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク 開催

1 9 7 3 　 オイ ルショ ッ ク

＜鉄道・ 駅＞

1 9 5 8 　 狩野川台風で王子駅の改札口が冠水

1 9 6 1 　 王子駅ホームの延伸、 北口改札の新設

1 9 7 2 　 都電 王子駅前－赤羽廃止

1 9 8 5 　 東北新幹線（ 大宮～上野駅間） 開業

＜まち の様子＞

1 9 4 8 　 戦災復興区画整理事業の実施により 、 北口駅前

             広場や幹線道路が整備さ れ、 街区が形成さ れる

1 9 6 6 　 飛鳥山の下を ト ン ネルで通す飛鳥山分水路の      

           建設（ 1 9 6 9 年 3 月に完成）

＜主要な出来事＞

1 9 9 1 　 バブル崩壊

1 9 9 5 　 地下鉄サリ ン事件

2 0 1 0 　 羽田空港国際定期便就航

＜鉄道・ 駅＞

1 9 9 1 　 東京メ ト ロ （ 営団地下鉄） 南北線開業

＜まち の様子＞

1 9 9 1 　 北口駅前広場の改修

2 0 0 2 　 首都高王子線（ 板橋 JC T－江北 JC T 間） 開通、

　 　 　 　 王子北出入口開通

＜主要な出来事＞

2 0 1 1 　 東日本大震災

2 0 2 0 　 新型コ ロナウイ ルス感染拡大

2 0 2 1 　 東京オリ ン ピッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク 開催

＜鉄道・ 駅＞

2 0 1 1 　 王子駅中央口エレ ベータ ー整備完了

2 0 1 4 　 北王子線（ 貨物線） 廃止

＜まち の様子＞

2 0 1 5 　 首都高王子線王子南出入口開通

昭和（ 戦後）

平成（ 前期）

平成（ 後期） ～令和（ 初期）

王子駅周辺まちづく り

ガイ ド ラ イ ン



1 2 　 王子駅周辺まちづく り の背景

年度 概要

平成7 ～2 3 年度          
平成7 年度

平成2 3 年度

耐震診断・ 耐震補強を実施

現庁舎の耐震診断調査を実施
現庁舎の暫定耐震補強工事を実施

平成1 7 ～2 1 年度        
平成2 1 年度
平成2 1 年度

平成2 2 ～2 3 年度        
平成2 2 年度
平成2 3 年度

平成2 6 ～2 9 年度        
平成2 9 年度

庁舎のあり 方検討

「 東京都北区庁舎のあり 方専門委員会」 を設置
「 庁舎のあり 方に関する基本方針」 を策定

平成3 0 ～令和４ 年度    
平成3 0 年度
令和元年度
令和4 年度

基本構想の策定

「 新庁舎建設基本構想検討会」 を設置
「 東京都北区新庁舎建設基本構想」 を策定

建設予定地の選定

「 国立印刷局王子工場用地の一部取得に関する協定書」 を締結

基本計画の策定

「 東京都北区新庁舎建設基本計画専門家会議」 を設置
区民ワーク ショ ッ プの実施
「 東京都北区新庁舎建設基本計画」 を策定

▼こ れまでの経緯

▼基本構想と 基本計画と の関係

北区では、 新庁舎建設に向けた検討を 進めています。 建設予定地は国立印刷局王子工場用地の

一部です。 土地の引き 渡し は令和 1 0 年度以降と なる 見通し です。 平成 2 3 年度に「 新庁舎建設

基本構想」 を 策定し まし た。 基本構想で定めた基本理念と めざすべき 庁舎像に加え、 建設予定地

の選定や時代の変化により 生じ た新たな課題を踏まえ、「 新庁舎建設基本計画」 では、 基本的な考え

方である整備基本方針を定め、 各項目の選択と 具体化を図っ ています。

（ 2 ） 新庁舎建設について

区有施設を 代表する 庁舎にふさ わし い高い環境性能の目

標を 設定し 、 その達成に向けて省エネルギー等の先進的

な技術を 積極的に取り 入れます。

高い環境性能の目標を達成

区民と 行政が顔の見える関係を 育みながら 、 新し い時代

のサービスや協働の取り 組みを 支える 場と し て人々に利

用さ れるこ と を 目指し ます。

新し い時代のサービスや協働を支える

災害対策における 指揮命令の拠点と し て業務を 継続でき

る こ と を 最優先と し ます。 また、 災害の規模や種類に応

じ た周辺施設と の役割を 整理し ます。

災害対策本部の業務継続を確保

周辺街区での開発や、 高台と 低地を 繋ぐ 防災・ バリ アフ

リ ーネッ ト ワーク の整備の可能性等、 今後予想さ れる ま

ちの変化に対応でき る動線や建物の配置と し ます。

まちづく り と 連携し た動線や配置

低層部には区の情報や魅力の発信と 人々の交流促進につ

ながる 新たな機能を 導入し 、 区民や企業等によ る企画、

運営が行われる こ と を 目指し ます。

区の情報や魅力の発信と 交流の促進

区民に親し まれる 広場でにぎわい創出を 図る と と も に、

快適で魅力ある歩行者空間を 整備し 、 まちの回遊性向上

につなげます。

にぎわい創出と 回遊性向上の実現

基本計画

基本機能
・ 防災拠点機能

・ 区民サービス機能

・ 区民交流・ 協働推進機能

・ 議会機能

・ 執務機能

・ 複合化する機能

必要な性能
・ 業務継続性

・ 環境性能

・ セキュ リ ティ

・ ユニバーサルデザイ ン

・ 柔軟性

・ メ ン テナンス性

施設計画
・ 条件設定

職員数と 組織

敷地条件

駐車場・ 駐輪場

規模の設定

・ 施設整備イ メ ージ

配置及び動線

基準階

断面構成

事業計画
・ 事業の進め方

・ 事業スケジュ ール

・ 概算事業費と 財源

基本計画で具体化

人と環境にやさしく、区民に開かれた 北区のシンボル新庁舎建設の基本理念

整備基本方針基本構想 基本構想後の検討

めざすべき 庁舎像

環境に配慮し 、 長持ちする庁舎

人にやさ し い庁舎

「 安全・ 安心」 の拠点と なる庁舎

区民に開かれた庁舎

北区のシンボルと なる庁舎

時間の経過と

社会情勢の変化

こ れから の庁舎の役割

と 北区ら し さ

平成 29 年度

建設予定地の選定

災害への対応

と

にぎわい創出



1 3王子駅周辺まちづく り の背景　

▼駅まち空間における一体的な都市アセッ ト のイ メ ージ◆「 駅まち空間と は」

◆「 駅まちデザイ ン」 に

求めら れるこ と

駅まちデザイ ンの手引き 　 つながる駅と まち　 ～駅と まちの上手なつき あい方～

駅まちデザイ ン検討会（ 国土交通省）　 　 　 令和３ 年９ 月

こ れから の駅まち空間

当地区の上位計画における位置づけを 整理し ます。

●駅や駅前広場と 一体的

に、 周辺市街地と の関係

も 踏まえ、 必要な機能の

配置を 検討す る こ と が

期待さ れる 空間

●駅まち空間を 、 こ れから

の時代のま ち づ く り の

中核を 担い 得る 場所と

と ら えるこ と

●鉄道事業者、 地方公共

団体、 開発事業者、 市民

等 の 様 々 な 関 係 者 が

「 ま ち を 良く する」 視点

を も っ て 連携し 、 共有

す べき ビ ジ ョ ン を 明確

に し て、 空間や機能を

一体的に捉え、 管理運営

も 含めて柔軟かつ総合的

に取り 組むこ と

●既 成 市 街 地 の 再 生 に

向け た リ ・ デ ザイ ン の

視点や、 地域の価値を

継 続 的 に 向 上 さ せ て

い く マ ネ ジ メ ン ト の

視 点 を 持 つ こ と

●駅まち空間が備えている

ポ テ ン シ ャ ルを 最大限

効果的に発揮でき るよう

にデザイ ンするこ と

（ 1 ） 国の指針

2 . 2 上位計画等における位置づけ



1 4 　 王子駅周辺まちづく り の背景

▼中枢広域拠点域のエリ ア区分

▼タ ーミ ナル駅周辺の道路空間の整備イ メ ージ

●国有地の土地利用転換を契機に、 新区庁舎

の建設や駅周辺の土地の高度利用と 機能

集積、 交通結節機能の強化な ど が進み、

飛鳥山公園や石神井川の水や緑と 調和し た、

にぎわいのある拠点が形成さ れています。

○タ ーミ ナル駅周辺が歩行者中心の空間

になっ ている

道路整備に よ り 、 通過交通が削減

さ れ る 大 規 模 タ ー ミ ナ ル 駅 の 周 辺

では、 道路空間等を 人が回遊し やすい

歩行者空間へ再編し 、 駅と にぎわいの

場が連携する地域軸を 形成し ま す。

○道路空間と 駅・ まちが一体と なっ ている

開発等に併せて敷地内の緑と 道路の

緑を 連続さ せ、 歩い て 楽し く 、 観て

美し い都市空間を 創出し ま す。

中枢広域拠点域
（ 環状 7 号線の内側）

王子

戦略 0 2 ： 人・ モノ ・ 情報の自由自在な
　 　 　 　 交流を 実現

（ 2 ） 東京都の計画

◆地域の将来像（ 北部　 王子）

◆駅周辺整備に関する取組み

都市づく り のグラ ンド デザイ ン　 ー東京の未来を 創ろ う ー

東京都　 　 　 　 平成 2 9 年９ 月
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▼中枢広域拠点域

●新庁舎の建設を 契機と し て、 駅周辺の土地の高度利用と 整備によ り 交通結節機能の充実

や、商業・ 業務や行政等の機能集積が進み、飛鳥山や石神井川の水と みどり が調和し た 、

歴史や文化が感じ ら れる に ぎ わい のあ る 拠点を 形成

●都市基盤整備と 合わせ、 商業、 業務を中心と し つつ、 住宅なども 含む多様な機能や地域

特性を 踏ま え た 機能が集積する 、 活力と に ぎ わい の拠点を 形成

王子

「 中枢広域拠点域」 に位置づけ

都市計画区域の整備、 開発及び保全の方針　（ 都市計画区域マスタ ープラ ン）

東京都　 　 　 　 　 令和３ 年３ 月

◆特色ある地域の将来像（ 王子）

◆拠点の位置づけ



1 6 　 王子駅周辺まちづく り の背景

▼都市再開発の方針　 位置図

「 再開発促進地区」 および「 誘導地区」 に位置づけ

1 号市街地のう ち、 特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき 相当規模の地区

1 号市街地のう ち、 再開発促進地区に至ら ないも のの、 再開発を 行う こ と が望まし く 効果

が期待でき る地区

（ 新規地区）

都市再開発の方針
東京都　 　 　 　 令和３ 年３ 月

◆地区の位置づけ

◆再開発促進地区

◆誘導地区
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▼住宅市街地の開発整備の方針　 位置図

▼防災再開発促進地区　 位置図

防災再開発促進地区

区域変更新規指定

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

●

●

●

●

ー

●

●

●

●

●

●

既決定新規指定
地区名

十条地区

西ケ原外大跡地周辺地区

志茂東地区

赤羽西地区

堀船・ 栄町・ 上中里地区

区名

北区 北 .　 　 1

北 .　 　 2

北 .　 　 3

北 .　 　 4

北 .　 　 5

番号
防災公共施設

備考

区域変更

新規

地区名

堀船・ 栄町・ 上中里地区

王子駅周辺地区

北 .  3 0

北 .   3 1

番号

特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を 促進すべき 相当規模の地区。

中枢広域拠点域では、 外周部など において良好な低層及び低中層の住宅地の環境を 保全

し つつ、 質の高い中高層住宅地を 計画的に誘導する 。

堀船・ 栄町・ 上中里地区、 王子駅周辺地区を「 重点地区」 に位置づけ。

●一体的かつ総合的に整備し 、 又は開発

すべき 地区。 都市計画制度の適用、

事業の実施状況等を踏まえ、 地区ごと

に整備又は開発の目標、 整備方針等を

定め、 計画や事業の積極的な推進を

図る。

「 堀船・ 栄町・ 上中里地区を 「 防災再開発促進地区」 に指定。

防災街区整備方針
東京都　 　 　 　 　 令和 4 年 6 月

住宅市街地の開発整備の方針
東京都　 　 　 　 令和 4 年 1 0 月

◆防災再開発促進地区

◆地区の位置づけ

◆良好な住宅市街地の整備又は開発の方針

◆地区の位置づけ

◆重点地区
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▼拠点の分類

▼将来都市構造図

と も につく り 未来につなぐ 　 と き めき のまち　 －人と 水と みどり の美し いふるさ と 北区

「 都市中心拠点」（ 赤羽駅周辺、 十条駅・ 東十条駅周辺、 田端駅周辺と 同等） に位置づけ

（ １ ） 健やかに安心し てく ら せるまち北区

（ ２ ） 一人ひと り がいき いき と 活動するにぎわいのあるまち北区

（ ３ ） 安全で快適なう るおいのあるまち北区

都市機能が集積し 、 区内の都市活動を 支え

る と と も に、 東側の低地と 西側の台地を 結ぶ

拠点でも ある赤羽駅周辺、十条・ 東十条駅周辺、

王子駅周辺、 田端駅周辺を 、 区内の都市機能

を 分担、 連携する「 都市中心拠点」 と し ます。

・「 王子駅周辺まちづく り グラ ンド デザイ ン」 に基づく まちづく り の推進

・ 王子駅周辺のまちづく り にあわせた適切な高度利用の誘導

・ 区役所の移転を 契機と し たにぎわいづく り の推進

・ 王子駅周辺の交通結節機能の強化や回遊性の向上

・ 王子駅周辺のバリ アフ リ ー化の推進

・ 飛鳥山公園などの整備・ 更新の推進

（ ３ ） 北区の計画

◆北区の将来像

◆基本目標

◆地区の位置づけ

◆都市中心拠点

◆施策展開

北区基本構想
北区　 　 　 平成 1 1 年６ 月

北区都市計画マスタ ープラ ン 2 0 2 0
北区　 　 　 　 令和 2 年 7 月
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○にぎわいや交流を 生む「 都市中心拠点」 の形成

都市中心拠点の形成を 図るため、各拠点の地域特性に応じ た都市機能の集積を促進し ます。

また、 赤羽及び王子は、 北区における 都市中心拠点である こ と に加え、 広域的な東京都市圏

において、 北の拠点と し ての役割を担っ ています。

○王子 「 水と みどり 豊かな東京の北の交流拠点」

行政機能が集積し 、 複数の鉄道路線や高速バスを 含む多く のバス路線が乗り 入れ、 高い

交通結節機能を 有し ています。 王子駅周辺のま ち づく り にあわせた行政機能、 業務機能を

中心と し た多様な都市機能の集積や市街地環境の向上に資する適切な高度利用の促進による

にぎわいの形成、 駅前広場の整備などによ る交通結節機能の強化を 図り ます。 また、 飛鳥山

公園や音無親水公園などの歴史ある 豊かな自然環境を 観光資源と し て活かし た回遊性の高い

都市づく り を 推進し 、 水と みどり に恵まれた東京の北の交流拠点の形成を図り ます。

○王子駅周辺まちづく り の推進

「 王子駅周辺まち づく り グラ ン ド デザイ ン」 に基づく まち づく り を 推進し 、 商業・ 業務を

中心と し つつ、 住宅な ど も 含む複合的な 機能が集積する 都市中心拠点と し て ふさ わし い

にぎ わいのある 市街地の形成を 図り ま す。

王子駅周辺まち づく り を 契機と し た、 高度利用の促進や民間開発の誘導を 進め、 都市機能

の更新を図るこ と で、 にぎわいを 創出し ます。

○新庁舎の整備を契機と し たにぎわいづく り

誰も が安全・ 快適に利用で き る 北区のシ ン ボルと なる 新庁舎の整備を 図り ま す。 ま た、

新庁舎の整備を 契機と し た交流の促進やにぎわいの創出を 図り ます。

○王子駅周辺の交通結節機能の強化や回遊性の向上

周辺街区の機能更新にあわせた駅前広場の整備や鉄道駅の利便性向上を 促進し 、 交通

結節機能を 強化する と と も に、 駅周辺の歩行者空間の充実な ど によ り 、 王子駅を 中心と

し た回遊性を 高める こ と で歩き たく なる 環境整備を 推進し 、 快適で利便性の高い交通環境

の形成を 図り ます。

○飛鳥山公園の整備・ 更新の推進

北区を代表し 、渋沢栄一翁にゆかり の深い飛鳥山公園の整備・ 更新を 推進し 、みどり や歴史・

文化を 継承する環境の保全・ 形成を図り ます。

○防災拠点の整備

新庁舎の整備において は、 防災拠点と し て 災害対策機能を 有する と と も に、 発災後の

生活に必要な 行政機能が継続で き る 環境づく り を 図り ま す。 ま た、 低地に立地する こ と

から 、 水害発生を 想定し た機能配置を 図り ま す。

○木造住宅密集地域の改善

豊島地区や堀船地区などの木造住宅密集地域においては、 不燃化・ 耐震化を 促進する と

と も に避難路や緊急車両の通行路の確保を 進め、 安全な市街地の形成を 図り ます。

○水害対策の推進

低地部における 大規模水害時の対応と し て、 既設施設及び新たに建設予定の施設など に

対し 、 水害時垂直避難施設の確保を 促進し ます。

◆地区別まちづく り 　 取組方針

◆土地利用の基本方針
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▼北区の緑の将来像

１ 　 安全・ 安心で良質な住まいの確保

２ 　 子育てフ ァ ミ リ ー層・ 若年層が定住でき る住環境づく り

３ 　 高齢になっ ても 暮ら し 続けら れる住環境づく り

４ 　 誰も が安心し て居住でき る住環境づく り

５ 　 北区の活力を 高める魅力ある住環境づく り

「 交通利便性を 生かし た駅周辺での重点的な供給の促進」

地域特性等を 踏まえながら 、 計画的なまちづく り を 推進し 、 市街地再開発事業など土地の

高度利用による良質な住宅の重点的な供給を 促進し ていき ます。

１ 　 人と 地球にやさ し い緑づく り

２ 　 生き も ののにぎわいのある緑づく り

３ 　 魅力ある公園やふれあえる緑づく り

４ 　 自然・ 文化を彩る緑づく り

５ 　 安全・ 安心を高める緑づく り

６ 　 参加・ 協力・ 学びによる緑づく り

●石神井川沿川における景観づく り などによる

良好な親水空間の形成

●飛鳥山公園の整備、 更新と 民間活力の導入

の検討

●身近な 緑づく り の支援によ る 緑豊かな ま ち

な みの形成

●低地ゾーン： 公園などが不足する 地域において、 公園・ 緑地の整備を 進め、 まと まっ た

緑の確保を 図り ます。

●河川ゾーン： 水辺を 活かし た快適な散策のネッ ト ワーク の形成など、 親水空間の活用に

ついて検討し 、 河川と 一体と なっ たまちづく り を 推進し ます。

誰も が、 安心し て、 いき いき と 暮ら し 続けら れる、 ゆたかな住生活の実現

ひと いき いき 　 みどり いき いき 　 育てる　 つながる北区

◆基本理念

◆基本目標

◆王子駅周辺

◆基本理念

◆基本方針

◆地区別の緑づく り の方針（ 抜粋）

◆基本的なゾーン別取組み

北区住宅マスタ ープラ ン 2 0 2 0
北区　 　 　 令和 2 年 3 月

北区緑の基本計画 2 0 2 0
北区　 　 　 　 令和 2 年 3 月
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王子駅

飛鳥山公園

王子神社

音無親
水公園

名主の滝公園

現北区庁舎敷地

醸造試験所跡地公園

東

至 赤羽方面

至 荒川区方面

至 日暮里方面

至 池袋方面至 池袋方面

至 赤羽方面

⑥滞留・ 交流・ 情報発信⑥滞留・ 交流・ 情報発信
ができる公共共的的的的的空空空空間間間間間間のののののががががががででででききききるるるるる公公公公公公共共共共共共共共
整備・ 活用整整備備備備備備・ 活活活活用用用用用用

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦都都市市市機能集積積積積積積の誘導に⑦⑦⑦⑦都都都都都都市市市市市市機機機機機機機機能能能能能能集集積積積積積の誘導に
よよよよるるるるるにににぎぎぎぎわわわわいいいいののののの創創創創創出出出出

⑬庁舎整備と あ⑬庁舎整備と あ
わわわせせせたた防防災拠点点わわわわせせせせたたたた防防防防防防災災災災災災災拠拠拠拠拠拠拠拠点点点点

機機機機機機機能能能能能能ののののの構構構構構構築築

⑮木造住宅密集地域における防

東書文庫

⑮木造住宅密集地域における防
災災災災災災災性性性性性性及及及及及及びびびびびび災災災災災災災害害害害害害対対対対対対応応応応応応力力力力ののののの強強強強強強化化化化化化

⑧地域資源を活用し

舎整備と あ

⑧地域資源を活用し
たたたたたたままままままままままちちちちちちづづづづづづくくくくく りりり ののののの推推推推推推推推進進進進進進進進

⑩河川や公園 産業遺産⑩河川や公園、 産業遺産
等を活用しし たたたたままままままちちづづづづくくくく等等をををを活活活活用用用用用用しし
りり ののの推推進りり のののの推推推推推推推推進進進進進進進進

⑭⑭⑭⑭⑭⑭河河河川川川ののの活活用による⑭⑭⑭⑭⑭河河河河河川川川川川川のののの活活活活用用用用用用による
災災災災災災災害害害害害害対対対対対対応応応応応応力力力力ののののの強強強強強強化化化化化化

⑤東京の北の拠点⑤東京の北の拠点
とと しししし てててててののののの地地地地地地地域域域域域域連連連携携携携携携

⑫地域特性を活かし た地域特性を活かし
住住住住住住環環環環環境境境境境境ののののの形形形形形形成成成成成成

②地区内の歩行者②地区内の歩行者
等等ののののの回回遊遊遊遊遊遊遊遊性性性性性性ののののの向向向上上上上

東書文庫東書文庫

⑩河川や公園 産業遺産等を⑩河川や公園、 産業遺産等を
活活活活用用用用用用しししし たたたたままままままちちちづづづづくくくく りりり ののののの推推推推推推推推進進進進進進進進

⑤東京の北の拠点⑤東京の北の拠点
とと しししし てててててののののの地地地地地地域域域域連連連携携携携携携

⑤東京の北の拠点

至 荒川区方

⑤東京の北の拠点
とと しししし てててててののののの地地地地地地地域域域域域域連連連携携携携携携

⑤東京の北の拠点⑤東京の北の拠点
とと しししし てててててののののの地地地地地地域域域域域域連連連携携携携携携⑤東京の北の拠点⑤東京の北の拠点

とと しししし てててててののののの地地地地地地地域域域域域域連連連携携携携携携
⑤東京の北の拠点⑤東京の北の拠点
とと しししし てててててののののの地地地地地地地域域域域連連連携携携携携携

⑫地域特性を活かし た地域特性を活かし
住住住住住住環環環環境境境境境境ののののの形形形形形形成成成成成成

⑫地域特性を活かし た地域特性を活かし
住住住住住住環環環環境境境境境境ののののの形形形形形形成成成成成成

⑫地域特性を活かし た地域特性を活かし
住住住住住住環環環環境境境境境境ののののの形形形形形形成成成成成成

醸造試験所跡地公園

⑩河川や公園 産業遺産等を⑩河川や公園、 産業遺産等を
活活活活用用用用用用しししし たたたたままままままちちづづづづくくくく りりり ののののの推推推推推推推推進進進進進進進進

②地区内の歩行者②地区内の歩行者
等等ののののの回回遊遊遊遊遊遊遊遊性性性性性性ののののの向向向上上上上

②地区内の歩行者②地区内の歩行者
等等ののののの回回遊遊遊遊遊遊遊遊性性性性性性ののののの向向向上上上上

⑧地域資源を活用し

現北区庁舎敷地産

⑧地域資源を活用し
たたたたたたままままままちちづづづづくくくく りりり ののののの推推推推推推推推進進進進進進進進

⑩河川や公園 産業遺産⑩河川や公園、 産業遺産
等を活用しし たたたたままままままちちづづづづくくくく等等ををををを活活活活用用用用用用しし
り の推進りり のののの推推推推推推推推進進進進進進進進

⑭⑭⑭⑭⑭⑭河河河川の活用による⑭⑭⑭⑭⑭河河河河河川川川川川川のののの活活活活用用用用用用による
災災災災災災災害害害害害害対対対対対対応応応応応応力力力力ののののの強強強強強強化化化化化化

②地区内の歩行者②地区内の歩行者
等等ののののの回回遊遊遊遊遊遊遊遊性性性性性性ののののの向向向上上上上

①だれも が快適・ 安全に乗換えができる駅前の整備①だれも が快適・ 安全に乗換えができる駅前の整備
③③駅前広場の再編や周周周周周周周周辺辺辺辺辺辺辺街街街街街街街街区区区区区区ののののの機機機機機機機能能能能能能更更更更新新新新新新新新ににに併併併併併併併併せせせせせたたたた駅駅駅駅③③③③駅駅駅駅前前前前前前前前広広広広広広広広場場場場場場場場場場のののの再再編編やややや

の利便性の向上のののの利利利利利便便便便便便性性性性性性のののの向向向上上上上
④④④④④駅駅駅駅前前前前前前前前ののののの顔顔づづづづくくくく りり

※
機機機

※①①①①①①③④④④④④④④

①①
③③

※※※※※※※

N
N

▼まち づく り の方向性

○交通拠点機能の強化

①だれも が快適・ 安全に乗換えができ る駅前の整備

②地区内の歩行者等の回遊性の向上

③駅前広場の再編や周辺街区の機能更新にあわせた駅の利便性の向上

○にぎわいと 活力の創出

④駅前の顔づく り

⑤東京の北の拠点と し ての地域連携

⑥滞留・ 交流・ 情報発信ができ る公共的空間の整備・ 活用

⑦都市機能集積の誘導によるにぎわいの創出

⑧地域資源を 活用し たまちづく り の推進

○自然・ 文化・ 歴史資源の活用

⑨緑化の推進・ ネッ ト ワーク 化などの推進

⑩河川や公園、 産業遺産等を 活用し たまちづく り の推進

⑪エリ アマネジメ ント 等によるシティ プロモーショ ンやブラ ンド 力の強化

⑫地域特性を 活かし た住環境の形成

○防災性の向上

⑬庁舎整備と あわせた防災拠点機能の構築

⑭河川の活用による災害対応力の強化

⑮木造住宅密集地域における防災性および災害対応力の強化

⑯水害対策の強化

東京の北の交流拠点　 水と 緑豊かな王子

都市機能集積ゾーン

次世代 住 ・ 工複合ゾーン

自然 ・ 歴史 ・ 居住共存ゾーン

◆まちの将来像

王子駅周辺まちづく り グラ ンド デザイ ン
北区　 　 　 平成 2 9 年 7 月

◆まちづく り の基本方針
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出典： 国土交通省資料

令和 2 年 9 月、 都市再生特別措置法等の改正および、「 居心地がよく 歩き たく なる」 まちなか

づく り 支援制度が整理さ れ、 ま ち な かにおける 交流・ 滞在空間の創出に向けた官民の取組みを

まち づく り 計画に位置付けら れる よ う になり まし た。

官民一体と な っ て 「 居心地が良く 歩き た く な る 」 ま ち な かの実現に向けた取組みが各地で

行われて いま す。

ま た、 国土交通省で はウォ ーカ ブ ルな ま ち な かを 支え る 街路空間の考え 方を 「 ス ト リ ート

デザイ ン ガイ ド ラ イ ン 」 と し て ま と め、 交通環境づく り 等の技術的助言と し て 発表し ま し た。

グラ ン ド デザイ ン を 策定し た平成 2 9 年以降、 当地区を 取り 巻く 社会的な 動向も 変化し て

き ま し た。

出典： 国土交通省「 スト リ ート デザイ ン ガイ ド ラ イ ン 」

2 . 3 グラ ンド デザイ ン策定後の社会的な動向

（ 1 ）  ウォ ーカ ブルなまちづく り
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出典： 国土交通省「 今後の市街地整備のあり 方に関する 検討会と り まと め」

市街地整備を と り まく 環境の大き な変化を 踏まえ、 令和 2 年 3 月に「 今後の市街地整備のあり

方に関する検討会」 の報告がと り まと めら れまし た。

『 行政が中心と なっ て公共空間確保・ 宅地の整形化・ 建物の不燃共同化を 大規模に志向し た開発』

から 、『「 公民連携」 で「 ビ ジョ ン を 共有」 し 、「 多様な手法・ 取組」 を 組み合わせて、「 エリ アの

価値と 持続可能性を高める更新」』（ 市街地整備 2 .0 ）へ大き く 転換を 図る必要があると し ています。

（ 2 ）  市街地整備2 .0
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図表 1-2-2-3

図表 1-2-2-5

図表 1-2-2-4

気候変動の影響による水災害の激甚化・ 頻発化が懸念さ れています。

王子駅周辺は JR 線に沿っ た崖線と なっ ており 、 王子一丁目や堀船・ 栄町側では荒川氾濫時の

浸水が想定さ れています。

出典： 国土交通省「 令和 3 年度版国土交通白書」

出典： 北区洪水ハザード マッ プ～荒川が氾濫し た場合～　

（ ３ ）  水災害の激甚化
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国の 2 0 5 0 年カ ーボン ニュ ート ラ ル宣言を 踏まえ、 脱炭素社会に向けて、 2 0 5 0 年二酸化

炭素実質排出量ゼロ に取組むこ と を 表明（ ゼロ カ ーボン シテ ィ ） し た地方公共団体が増えつつ

あり 、 北区は令和 3 年（ 2 0 2 1 年） 6 月に「 北区ゼロ カ ーボン シティ 宣言」 を 表明し まし た。

花川 與惣太北区長（ 左） と 名取ひであき 北区議会議長（ 右）

（ ４ ）  脱炭素社会
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出典： 国土交通省「 まちづく り のデジタ ル・ ト ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ン 実現ビ ジョ ン （ ve r1 . 0 ）」

データ と デジタ ル技術を活用し て、人々の生活を より 良いも のへと 変革し ていく「 D X（ デジタ ル・

ト ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ン）」 の実現に向けて、 都市の分野では I CT 等の新技術を活用し つつ全体

最適化を図る持続可能な都市「 スマート シティ 」 の取組みや「 M a a s（ M o b i l i ty  a s  a  Se rvice ）」

の取組みが進めら れています。

まち づく り D X では、 イ ンタ ーネッ ト や I o T、 AI 、 デジタ ルツイ ン技術等を 活用する こ と で、

まちづく り に関する従来の空間的、時間的、関係的制約を外し 、従来の仕組みを変革し ていく こ と で、

「 豊かな生活、 多様な暮ら し 方・ 働き方を支える「 人間中心のまちづく り 」」 の実現を目指し ています。

（ 5 ）  デジタ ルト ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ン（ D X ）
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出典： 内閣府ホームページ

SD G s（ 持続可能な開発目標） と は、 2 0 1 5 年 9 月の国連サミ ッ ト で採択さ れた「 誰一人取り

残さ ない（ le a ve  n o  o n e  b e h in d ）」 持続可能で多様性と 包括性のある 社会の実現のため、 1 7

のゴール・ 1 6 9 のタ ーゲッ ト で構成さ れる、 2 0 3 0 年を 年限と する国際目標です。 持続可能で

多様性を受け入れ合う 社会の実現のため、まちづく り の分野においても 、こ の SD G ｓ を軸に環境、

経済、 社会と いっ た視点から 新たな価値を 生み出そう と する 取組みが各都市や地域でも 増加し て

います。

新型コ ロ ナウイ ルス感染症の拡大によ る 都市への多様な 影響を 踏ま え た、 今後の都市再生の

あり 方について 検討する た めに、令和２ 年、内閣府に「 都市再生有識者懇談会」 が設置さ れ、

「 新型コ ロ ナ ウイ ルス 感染症の拡大を 契機と し た 今後の都市再生のあ り 方」 がま と めら れ、

目指すべき 都市再生の方向性と し て 、 以下の 3 点が示さ れて いま す。

・ 働き 方の変化を 踏まえ、 オンラ イ ンも 活用し た職住学遊の近接

・ 都市の様々な変化に対応でき る柔軟性・ 可変性の確保

・ 不動産全体の需要と 供給を 考慮し たコ ン パク ト な都市構造と 東京圏一極集中を 是正する 分散

型の国土構造

（ 6 ）  新型コ ロナウイ ルス感染症の拡大を契機と し た

 今後の都市再生のあり 方

（ 7 ）  持続可能な社会： SD G ｓ
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●南部エリ アと の格差拡大

●交通拠点と し ての収容能力不足

●高い高齢化率

●JR や幹線道路、 石神井川によ るまち の

分断

●低い拠点性

●にぎわい創出に寄与する 施設・ 機能や

空間の不足

●多様な来街者によ るまち への関わり

●「 多様なにぎわい・ 交流の場」「 産業・

商業の場」 と し ての発展の歴史

●業務エリ アと 居住エリ アが近接

魅力 課題

魅力 課題

●高い交通結節性

●公共・ 公益施設、 業務施設の集積

JR・ 東京メ ト ロ・ 東京さ く らト ラム（ 都電

荒川線） に加え、 幹線道路や首都高速中央

環状線などから アク セスする路線バス及び

高速バスなど、 多様な公共交通が王子駅で

接続し ている。

近年大規模開発が集中し て いる 東京の

南部エ リ ア に 対し 、 北部の拠点と し て、

王子駅周辺地区が近隣の拠点と 連携し て

個性を発揮し ていく 必要がある 。

都心の他区と 比較し て高齢化率が高く 、

都市の活力低下が懸念さ れる。

JR や幹線道路、 石神井川などの構造物

が回遊性を阻害し ている。

に ぎ わい や交流を 育む 施設や空間が

他地区と 比較し て 少な い。

居住者や就業者・ 学生等、 多様な人々の

集まる拠点と なっ ている。

に ぎ わい と 交流の場の原点と し て の

飛鳥山や産業を 育て た 石神井川な ど の

地理的特徴が王子な ら で はの発展の歴史

を 形づく っ てき た。

業務エ リ ア と 居住エ リ ア が近接し た

コ ン パク ト な ま ち の実現が可能。

区庁舎を はじ めと し て、 公共・ 公益施設

や業務施設が多く 立地し 、 北区の中心地と

し て重要な役割を担っ ている。 特に区庁舎

は、 駅 の 東 側 に 移 転 す る 予 定 で あ り 、

ア ク セ ス な ど 利便性のさ ら な る 向上が

見込ま れる 。

王子駅は多様な 交通モ ード が接続し た交通結節点で す。 多方面から のア ク セス 性を 活かし 、

交通拠点と し て の収容能力を 増強し な がら 、 多様な 都市機能の集積を 高めて いく こ と によ り 、

拠点性を 強化し ていく こ と が必要です。

王子駅周辺には居住者や就業者・ 観光客な ど、 多様な 目的を 持っ た人々が集ま り ま す。 交通

利便性を 活かし 、 駅前を 中心と し た歩行者環境を 再構築する こ と によ っ て、 ま ち 全体の回遊性

を 高め、 交流の場と し ての機能や魅力を 充実し ていく こ と が必要です。

グラ ンド デザイ ンでは、 王子の特徴ごと に強めていく 優位性と 解決し ていく べき 課題が整理さ れ

ていますが、 グラ ン ド デザイ ン 策定後の社会的な 動向を 踏ま え、 ま ち の特性（ 魅力） と 課題を

再整理し ます

駅前広場が狭小であり 、 歩行者の空間が

狭く 、 車中心の駅前空間になっ ている。

多様な交通手段をつなぐ 乗り 換え動線が

錯綜し ている。

駅乗降客数に 対し て 商業売上が低く 、

商業施設の集積の面で 拠点性の低い駅前

と なっ ている 。

2 . 4 まちの特性（ 魅力） と 課題再整理

◆東京の北の拠点

◆交流の場
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●水の質と 緑の量

●統一性のない駅前景観

●自然・ 文化・ 歴史資源の活用

魅力 課題

魅力 課題

●自然･文化･歴史資源等が駅直近に点在

●四季の移ろ いと と も にある 王子の風土

●憩いの場、 産業発展の礎と なっ た

石神井川

●水害時の避難先と なる 高台

●防災拠点と し ての新庁舎

●幹線道路や駅北側の基盤

●木造住宅密集地域の災害対応力

●石神井川の治水対策

●帰宅困難者対策

●水害時の高台への避難経路

飛鳥山や王子神社等の緑豊かな 空間や

歴史資源・ 産業遺構が点在し ており 、 都市

観光の魅力要素が数多く 存在し ている。

平 坦 な 東 側 市 街 地 は 緑 が 少 な く 、

石 神 井 川 の 臭 気 も 問 題 と な っ て お り 、

連続し た 緑と 石神井川の水と 親し める

空間が求めら れる 。

交通広場や交通量の多い道路があ り 、

建物も 含め て 統一感のな い 駅前景観と

なっ ている 。

点在し て いる 自然・ 文化・ 歴史資源を

効果的に活用し 、 にぎわいの創出やまちの

魅力発信につなげていく こ と が求めら れる。

王子のまちを特徴づける魅力要素の一つ

である石神井川を貴重な資源と し て十分に

活用し ていく 必要がある。

飛鳥山と 石神井川の自然環境は四季を

通じ て 多様な 景観を 演出し 、 伝統文化等

と あわせて、 王子独自の風土が現在に継承

さ れている。

広域避難場所である飛鳥山公園をはじ め

と し て、 JR の西側は高台と な っ て おり 、

水害時の避難先が駅直近にある。

駅周辺には、 災害時の緊急輸送道路に

位置付け ら れて い る 幹線道路があ る と

と も に 、 駅北側は戦災復興の区画整理

によ り 基盤が整備さ れた市街地と な っ て

いる 。

防災拠点機能の視点を 踏ま え た新庁舎

整備が計画さ れている 。

木造住宅密集地域で ある 堀船・ 栄町は

倒壊・ 火災危険度共に高いため、 その改善

が求めら れる。

荒川の氾濫が予見さ れる時には高台への

円滑な 避難を 可能にする た め、 JR 線に

よるまちの分断の解消と あわせて避難経路

を確保するこ と が必要である。

石神井川の治水整備や下水道整備、 流域

対策等によ り 水害リ ス ク を 低減し て いく

必要がある。

交通や交流の拠点と し て、 災害時の帰宅

困難者対策のため一時滞在機能の充足が

求めら れる。

王子駅周辺には多様な自然・ 文化・ 歴史資源がある一方、 景観面等で課題を有し 、 資源を生かし

切れていない状況です。 必要な 基盤整備など を 講じ ながら 、 豊かな水と 緑など 、 特徴ある 魅力

を 活かし た空間づく り が求めら れていま す。

昨今の気候変動や多発する 自然災害に備え、 地震や水害等の災害への地域の対応力を 高める

こ と が求めら れています。

◆自然・ 文化・ 歴史資源が豊かなまち

◆地域を守る防災力
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　 まちの将来像3 2

東京の北の交流拠点　 水と 緑豊かな王子

国内外から 人が集ま る ま ち

新し い働き 方と 豊かな ラ イ フ ス タ イ ルが実現で き る ま ち

飛鳥山と 石神井川のあ る 水と 緑のま ち

みんな で 守り ・ 創る ま ち

【 目標と するまち】

交通拠点
機能の強化

にぎわいと
活力の創出

自然・ 文化
・ 歴史資源

の活用

防災性
の向上

まちづく り の基本方針

【 まちの将来像】

グラ ン ド デザイ ン では、「 東京の北の拠点」「 交流の場」「 自然・ 文化・ 歴史資源が豊かなまち 」

と いう 特徴を 踏ま え 、 王子のま ち が目指す将来像と 、 こ の将来像を 実現し て いく ため、 目標

と する ま ち を 設定し ま し た。 ま た、 ま ち の将来像及び目標と する ま ち を 基本と し て 各種施策

を 展開し て いく ため、 ま ち づく り の基本方針と 方向性を 定めま し た。

ガイ ド ラ イ ン においても 、 グラ ン ド デザイ ン における まち の将来像及びまち づく り の基本方針

を 踏襲し て、 王子駅周辺のまちづく り を 推進し ていき ます。

出典： 王子駅周辺まちづく り グラ ンド デザイ ン （ 平成 2 9 年 7 月）

3 . 1 まちの将来像、 基本方針

0 ３ まちの将来像



3 3まちの将来像　

東京の北の交流拠点　 水と 緑豊かな王子

王 子 共 創
～ み ん な で 創 る 王 子 の 未 来 ～

将来像

基本

方針

コ ンセプト

ミ ッ ショ ン

交通拠点機能の強化 にぎわいと 活力の創出
自然・ 文化・

歴史資源の活用
防災性の向上

駅前を歩行者へ開放 まちににぎわいを波及 まちの資源を活用 安全安心を確保

グラ ンド デザイ ンを踏襲

ガイ ド ラ イ ンのまち づく り のコ ン セプト を 「 王子共創～みんなで創る王子の未来～」 と し ます。

こ のコ ン セプト に基づき 、 こ れまでの先人たち の努力の基に築かれてき た王子のま ち を 、 現在、

王子に関わる多様な方たちと 手を携え一緒に創り 、 未来へ託し ていき ます。

グラ ン ド デザイ ン を 策定し た 後も 、 新た に多様な

ニ ーズが生じ て き ま し た 。 こ れから のま ち づく り に

お い て は、 ま ち のビ ジ ョ ン を 掲げ な がら も 、 社会

経済動向の変化や技術の進展等に伴う ニ ーズの変化・

多様化に 応じ て 柔軟に 対応し て い く こ と が望ま れ

ま す 。

本地区では、 区と 区民・ 民間事業者等がと も に創り

あげて いく た めのコ ン セ プ ト を 掲げ、 時代に応じ て

柔軟に対応する ま ち づく り を 目指し て 行き ま す。

グラ ン ド デザイ ン で示さ れた４ つのまち づく り の基本方針を 受け、 約３ ０ 年後を 見据え、 まち

づく り において達成すべき ミ ッ ショ ンをそれぞれ以下のよう に設定し ます。

3 . 2 まちづく り のコ ンセプト

3 .3 まちづく り において達成すべき ミ ッ ショ ン

王子駅周辺まちづく り

ガイドライン

みんなで創る

王子の未来
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